
創 刊 の こ と ば

　こころの未来研究センターは、2007年４月の設立から１年半を経た2008年11月、鴨川にかかる荒神

橋のたもとに新築された京都大学稲盛財団記念館に研究の場を移すことになりました。センターのこ

の新しい門出を記念して、定期刊行物『こころの未来』を創刊いたします。

　こころとからだ、こころときずな、こころと生き方。この３つの研究領域と、それらをつなぐ融合領

域を探求のフィールドとして、センターに集う研究者は、日々多様な研究プロジェクトに取り組んでい

ます。この冊子には、その研究活動から生みだされた成果報告や研究論文、こころをめぐる研究エッセ

イ、対談など、さまざまな読みものが掲載されます。この冊子が今後末永く、こころの未来研究センター

とこころに関心をもつ多くの方々とをつなぐメディアとして育ってゆくことを期待しつつ、創刊のこ

とばといたします。

こころの未来研究センター長　吉川左紀子

編集後記

　「研究者は、未来について語るのが苦手ですね」。患者志向
（patient-oriented）の研究の重要性を語られた井村先生のこのこと
ばが強く印象に残っています。医学（からだ）の世界と心理学（ここ
ろ）の世界は密接につながっています。「誰に向けての研究なのか」。
このことをはっきり自覚することで、こころの学問は今よりももっ
と、人間志向の学問に育つはずです。そうなれば、研究者も未来を
語ることに臆さなくなるでしょう。（吉川）  

　第３号が仕上がった。今号も大変充実していると思う。それぞれ
読み応えがあり、考えさせられる。そして楽しく、活力が湧いてくる。
こころの未来がどこか、見えてくる感じ。原稿あるいは座談会にご
寄稿・ご協力いただいた先生方、本当にありがとうございました。お
かげさまで、力強い誌面を作ることができました。これを、日々の
研究・教育・実践活動につなげていきたいと思います。（鎌田） 
 
　皆さまのお陰をもちまして第３号も無事に完成しました。今回は
わたしも座談会に出させていただきました。こういうものは本来、
功成り名を遂げた方がするものとの思いもあって肩に力が入り、特
に「はてな」の近藤社長との座談会ではずいぶんと意味不明な発言
もしてしまいました。他の方々が良いことをおっしゃっていること
に免じて、ご勘弁いただければ幸いです。（平石）  

　本誌は原稿を書かれた先生、座談会に出席していただいた先生な
ど、多くの先生方の高いエネルギーが結集する場なのだと思います。
その場のエネルギーをストレートに読者の方にお届けしたいと思っ
て編集を進めておりますが、お気付きの点などございましたらお知
らせいただければ幸いです。最後に、お力添えをいただいた先生方、
本当にありがとうございました。（原）  
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